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　　基 底 細 胞 母 斑 症 候 群(basal　cell　nevus
syndrome　以下BCNs)は骨や皮膚に多種 多様
の徴候を示す疾患であり,口腔領域では多発性顎
嚢胞(角 化嚢胞性歯原性腫瘍)が 認め られる。
　　今 回われわれは,初 回手術後30年で 多発性顎
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写真1　 1979年のパノラマエックス線写真









を認めた(写 真1)。 また二分肋骨,大 脳鎌の石
灰化,両 眼隔離,鼻 根扁平化を認めた。多発性顎
嚢胞,BCNsの診 断の もと,1979年4月下旬,
全身麻酔下に多発性顎嚢胞 に対 して,嚢 胞摘出術
を施行 し,病理組織学的に歯原性角化嚢胞の診断
を得た。その後,患者の都合により通院中断 となっ
た。 しか し,2008年12月上旬 よ り下顎右側臼歯
部の疹痛 を自覚 し当科を再受診 した。
　現　症:
　全身所見:体 格中程度,栄 養状態良好であった。






















　画像所見:パ ノラマエ ックス線写真では,下 顎
右側骨体部には多房性,上 顎両側臼歯部には単房
性の境界明瞭な嚢胞様透過像を認め,多 発性顎嚢
胞 を思わせる所見 を認 めた(写 真4)。CT写真
では,下 顎右側骨体部および両側上顎骨に境界明




























の頻度 を約5%と している。本症例 では,多 発
性顎嚢胞,大 脳鎌の石灰化,二 分肋骨,手 掌の点











と比較 して再発率が さらに高いとされてい る5,6)。
これは,BCNsに伴 う角化嚢胞性歯原性腫瘍の
裏装上皮の増殖能が非BCNsと比較 して充進 し





ら4)は再発19例中4例 で,8年 を超 えて再発 して
いた ことより,術 後の経過観察期間は10年以上
が望 ましいと報告 している。 しかし,長期にわた
る経過観察は患者の事情等で中断となることも少




受診 以前 に再 発 して いた もの と考 え られ る。
BCNSに伴 う角化嚢胞性歯原性腫瘍では,基 底
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